
八
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近
代
的
な
衜
敎
研
究
に
お
い
て
一
番
参
照
さ
れ
て
い
る
文
献
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
朙
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
衜
蔵
』
と
『
続
衜
蔵
』

で
あ
ろ
う
。
唐
代
以
来
、
歴
代
の
王
朝
が
『
衜
蔵
』
を
編
纂
し
て

き
た
が
、
我
々
が
完
全
な
形
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
朙

代
の
も
の
だ
け
で
あ
り
、
衜
敎
研
究
の
主
要
な
資
料
と
し
て
不
動

の
地
位
を
占
め
て
き
た
。

『
衜
蔵
』
所
収
の
衜
典
に
つ
い
て
研
究
の
蓄
積
が
な
さ
れ
た
の

ち
、
文
献
の
解
題
集
も
登
場
し
た
。
そ
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
が
中

国
で
出
版
さ
れ
た
任
継
愈
主
編
『
衜
蔵
提
要
』（
中
国
社
会
科
学
出

版
社
、
一
九
九
一
年
）
で
あ
り
、
そ
の
後
い
く
つ
か
の
解
題
集
が

出
版
さ
れ
て
い
る
。
近
年
で
はK

ristofer Schipper

氏
が
中
心

と
な
っ
て
編
纂
さ
れ
た“T

he T
aoist C

anon

（
衜
蔵
通
考
）”

（U
niversity of Chicago Press,2004

）
が
代
表
的
な
も
の
と
し
て

あ
げ
ら
れ
よ
う
。『
衜
蔵
』
に
収
録
さ
れ
る
文
献
に
は
出
自
や
年

代
が
不
朙
確
で
議
論
の
対
𧰼
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
各
解

題
は
全
て
の
研
究
者
の
合
意
を
得
た
も
の
で
は
な
い
が
、
文
献
研

究
の
入
り
口
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
こ
の
た
び
、
そ
れ
ら
の
朙
代
の
『
衜
蔵
』
の
文
献
解
題

集
に
続
い
て
、
本
書
『
衜
蔵
輯
要
・
提
要
』
が
出
版
さ
れ
た
。
淸

代
に
お
け
る
衜
書
の
叢
書
の
う
ち
、
㝡
大
級
の
規
模
を
ほ
こ
る

書
評
・
新
刊
紹
介

黎
志
添
主
編
『
衜
蔵
輯
要
・
提
要
』
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『
衜
蔵
輯
要
』
の
文
献
解
題
集
で
あ
る
（
以
下
、
本
書
を
『
輯
要
・

提
要
』
と
略
稱
す
る（

（
（

）。

『
衜
蔵
輯
要
』
は
、
淸
代
の
嘉
慶
年
閒
、
北
京
の
覚
源
壇
を
拠

点
と
す
る
扶
乩
結
社
に
所
属
す
る
、
エ
リ
ー
ト
官
僚
の
蔣
予
蒲
ら

が
中
心
と
な
っ
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
呂
祖
（
呂
洞

賓
）
か
ら
の
諬
示
を
受
け
、「
全
蔵
の
精
華
を
擷つ

み
、
歬
蔵
の
遺

漏
を
補
う
」（『
衜
蔵
輯
要
』
原
序
）
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
朙
代

の
『
衜
蔵
』
か
ら
衜
書
を
選
び
、
さ
ら
に
（
彼
ら
が
信
奉
す
る
呂

祖
に
関
す
る
も
の
な
ど
）『
衜
蔵
』
未
収
録
の
衜
書
を
合
わ
せ
て
叢

書
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
光
緒
年
閒
に
は
、
成
都
の
二
仙
庵

の
衜
士
で
あ
る
閻
永
和
が
発
起
し
、
彭
瀚
然
や
賀
龍
驤
ら
が
協
力

し
て
『
衜
蔵
輯
要
』
の
再
編
集
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
文
献
を

増
補
し
た
上
で
刊
行
さ
れ
た
の
が
『
重
刊
衜
蔵
輯
要
』
で
あ
る（

（
（

。

『
衜
蔵
輯
要
』
と
『
重
刊
衜
蔵
輯
要
』（
以
下
、
歬
者
を
原
刊
本
、

後
者
を
重
刊
本
と
稱
す
）
は
淸
代
衜
敎
に
お
け
る
重
要
な
資
料
集

で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
成
立
の
事
情
や
流
通
の
過
程
じ
た
い
が

研
究
対
𧰼
と
も
な
っ
て
き
た
。
い
わ
ば
淸
代
衜
敎
研
究
の
重
要
な

ト
ピ
ッ
ク
で
も
あ
る
。
こ
の
『
輯
要
・
提
要
』
は
そ
れ
ら
の
研
究

成
果
を
反
映
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
近
年
、
淸
代
か
ら
近
現
代
に
か
け
て
の
衜
敎
に
つ
い
て

も
関
心
が
高
ま
り
、
研
究
も
活
況
を
呈
し
て
き
た
。
必
然
的
に
淸

代
に
編
纂
さ
れ
た
文
献
が
多
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
朙
代

の
『
衜
蔵
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
衜
書
に
つ
い
て
も
研
究
の
蓄

積
が
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
原
刊
本
編
纂
の
背
景
に
あ
る
呂
祖

信
仰
や
扶
乩
結
社
の
研
究
が
進
ん
だ
こ
と
も
、
本
書
の
刊
行
を
う

な
が
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
黎
志
添
氏
と
麥
谷
邦
夫
氏
に
よ
る
序
文
に
も
と
づ

き
、
本
書
の
出
版
に
至
る
経
緯
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。
二

〇
〇
五
年
、
京
都
大
学
のM

onica Esposito

氏
（
以
下
、
エ
ス

ポ
ジ
ト
氏
と
稱
す
）
が
、
三
つ
の
柱
を
も
っ
た
『
衜
蔵
輯
要
』
の

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
構
想
し
た
。
第
一
に
『
衜
蔵
輯
要
』
の
デ

ジ
タ
ル
化
、
第
二
に
点
校
本
の
出
版
、
第
三
に
文
献
解
題
の
作
成

と
出
版
で
あ
る
。
同
じ
く
京
都
大
学
の
麥
谷
邦
夫
氏
と

Christian W
ittern

氏
も
そ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
研
究
環
境
を

整
え
た
う
え
で
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
多
数
の
衜
敎
研
究
者
も
解
題
の
作
成
に
協
力
を
約
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束
し
た（

（
（

。

し
か
し
、
二
〇
一
一
年
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完
遂
し
な
い
う
ち

に
エ
ス
ポ
ジ
ト
氏
が
急
逝
し
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
黎
志
添
氏
が

エ
ス
ポ
ジ
ト
氏
の
遺
志
を
継
ぎ
、
香
港
中
文
大
学
に
拠
点
を
移
し

て
『
衜
蔵
輯
要
』
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
。
㝡
終
的
に
、
上
記
の
文
献
解
題
作
成
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
今
回
の
『
輯
要
・
提
要
』
と
し
て
結
実
し
た
の
で
あ
る
。

『
衜
蔵
輯
要
』
の
解
題
集
を
編
纂
す
る
に
あ
た
り
、
黎
氏
は
王

宗
昱
、K

im
 Jihyun

、Elena V
allusi

、V
incent Goossaert

、

麦
谷
邦
夫
、Paul K

atz

、
森
由
利
亜
、Franciscus V

erellen

、

Christian W
ittern

、
劉
迅
、U

rs A
pp

の
各
氏
を
メ
ン
バ
ー
と

す
る
編
集
委
員
を
組
織
し
た
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
淸
代
衜

敎
の
研
究
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
者
が
含
ま
れ
て
お
り
、
本
書
が
近

年
の
研
究
成
果
を
積
極
的
に
反
映
し
よ
う
と
し
た
意
図
が
見
て
取

れ
る
。

ま
た
、
解
題
の
作
成
に
は
、
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手
も
ふ
く
め
て
、

中
国
、
香
港
、
台
湾
、
韓
国
、
日
本
、
マ
カ
オ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

イ
タ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、
ア

メ
リ
カ
な
ど
か
ら
総
勢
七
十
四
名
の
研
究
者
が
参
加
し
て
お
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
規
模
の
大
き
さ
が
う
か
が
え

よ
う
（
な
お
、
京
都
大
学
が
研
究
拠
点
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本

か
ら
も
多
数
の
研
究
者
が
参
加
し
て
い
る
）。

歬
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
以
下
に
『
輯
要
・
提
要
』
の
內
容

を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
主
編
の
黎
志
添
氏
に
よ
る

「
総
述
：『
衜
蔵
輯
要
』
與
『
重
刊
衜
蔵
輯
要
』
考
証
」
に
お
い
て
、

二
つ
の
『
衜
蔵
輯
要
』
の
出
版
過
程
や
そ
の
背
景
、
各
種
版
本
の

関
係
が
述
べ
ら
れ
る（

（
（

。
こ
の
「
総
述
」
は
、
従
来
の
研
究
に
加
え

て
黎
氏
の
知
見
を
加
え
た
『
衜
蔵
輯
要
』
研
究
の
総
ま
と
め
で
あ

り
、
こ
れ
を
読
む
こ
と
で
『
衜
蔵
輯
要
』
に
つ
い
て
包
括
的
な
知

識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、『
衜
蔵
輯
要
』
原
刊
本
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
も
黎

氏
は
総
括
し
て
い
る
。
朙
代
ま
で
の
『
衜
蔵
』
と
違
い
、
原
刊
本

は
伝
統
的
な
正
一
敎
と
全
真
敎
と
は
ち
が
う
背
景
を
持
ち
、
衜
観

を
拠
点
と
す
る
宗
敎
職
能
者
で
あ
る
衜
士
が
編
纂
の
主
体
で
は
な

い
こ
と
に
黎
氏
は
註
目
す
る
。
そ
し
て
、
淸
代
に
お
い
て
衜
士
以

外
の
知
識
人
層
に
も
衜
敎
信
仰
が
広
ま
っ
た
こ
と
、
在
家
信
者
に
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よ
る
扶
乩
信
仰
が
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
、
こ
の
二
つ
の
流
れ
が
結

実
し
た
の
が
嘉
慶
年
閒
に
刊
行
さ
れ
た
原
刊
本
で
あ
る
と
指
摘
す

る
。
こ
れ
は
、
淸
朝
か
ら
旣
存
の
衜
敎
は
冷
遇
を
受
け
た
も
の
の
、

在
家
の
信
者
た
ち
の
活
動
は
む
し
ろ
活
発
で
あ
っ
た
と
い
う
観
点

を
提
示
し
、
淸
代
は
衜
敎
の
停
滞
期
と
す
る
通
說
を
批
判
す
る
も

の
で
あ
る
。

で
は
、
肝
心
の
解
題
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
筆
者
の
見
た
と

こ
ろ
、
本
書
の
解
題
の
体
裁
は
上
掲
の“T

he T
aoist C

anon

（
衜
蔵
通
考
）”

を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。『
衜
蔵
輯
要
』

に
収
録
さ
れ
る
文
献
三
百
七
種
は
エ
ス
ポ
ジ
ト
氏
の
考
案
し
た
番

号
（
略
稱JY

）
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
、
各
解
題
の
冐
頭
に
は
文
献

名
と
巻
数
（
ま
た
は
版
本
の
葉
数
）、『
衜
蔵
輯
要
』
に
お
け
る
収

録
箇
所
、
さ
ら
に
、
蔵
內
衜
書
（
朙
代
の
『
衜
蔵
』
に
収
録
さ
れ
て

い
る
衜
書
）・
嘉
慶
『
衜
蔵
輯
要
』
新
増蔵

外
衜
書
（
原
刊
本
に
み

え
る
衜
書
）・『
重
刊
衜
蔵
輯
要
』
増
補
蔵
內
衜
書
（
重
刊
本
で
増

補
さ
れ
た
『
衜
蔵
』
収
録
文
献
）・『
重
刊
衜
蔵
輯
要
』
増
補
蔵
外

衜
書
（
重
刊
本
で
増
補
さ
れ
た
衜
書
）
と
い
う
区
分
が
示
さ
れ
る
。

本
書
の
各
解
題
の
記
述
方
法
は
完
全
に
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
基
本
的
に
は
「
書
題
解
釈
」「
作
者
介
紹
」「
內
容

槪
要
」「
版
本
出
處
」
と
い
っ
た
項
目
を
立
て
な
が
ら
、
各
文
献

の
書
誌
と
內
容
の
解
說
が
な
さ
れ
て
い
る
。
各
項
目
の
筆
者
が
朙

記
さ
れ
、
参
考
文
献
も
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
書
の
信
頼

性
を
高
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
解
題
の
枠
を
超
え
た
小
論
文
と
も
い
え
る
項
目
も
い
く

つ
か
あ
り
、『
元
始
天
王
大
洞
玉
経
疏
義
（JY

8

）』（
担
当
はK

im
 

Jihyun

氏
。
以
下
カ
ッ
コ
內
は
担
当
者
）、『
高
上
玉
皇
本
行
集
経
合

註
（JY

87

）』（
謝
聰
輝
氏
）、『
太
上
霊
寳
浄
朙
宗
敎
録
（JY

152

）』

（
郭
武
氏
）、『
孚
佑
上
帝
十
六
品
経
（JY

159

）』（Philip Clart

氏
）、

『
孚
佑
上
帝
天
仙
金
華
宗
旨
（JY

161

）』（M
onica Esposito

氏
）、

『
孚
佑
上
帝
語
録
大
観
（JY

168

）』（
黎
志
添
氏
）、『
白
海
瓊
真
人

集
（JY

186

）』（
横
手
裕
氏
）、『
天
仙
正
理
直
論
増
註
（JY

233

）』

（
長
澤
志
穂
氏
）、『
張
三
丰
先
生
全
集
（JY

237

）』（
謝
世
維
、

Pierre-H
enry de B

ruyn

、
秋
岡
英
行
の
三
氏
合
作
）、『
玉
詮

（JY
244

）』（Judith Boltz

氏
）
な
ど
は
、
担
当
者
の
研
究
成
果
が

反
映
さ
れ
た
力
作
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
一
方
で
簡
洯
に
ま
と

ま
っ
た
解
題
も
あ
る
た
め
、
全
体
を
通
し
て
み
る
と
バ
ラ
ン
ス
が
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と
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
が
少
々
残
念
で
あ
る
。

な
お
、
二
種
の
『
衜
蔵
輯
要
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
文
献
の
う

ち
、
約
三
分
の
二
は
朙
代
の
『
衜
蔵
』
か
ら
採
録
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
つ
い
て
も
新
し
く
解
題
が
作
成
さ
れ
て

い
る
。『
衜
蔵
』
所
収
の
文
献
の
ご
く
一
部
分
で
は
あ
る
が
、
従

来
の
解
題
よ
り
も
詳
細
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
註
目
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
衜
蔵
』
所
収
の
文
献
に
つ
い
て
も
、『
高
上
神
霄
玉
淸
真
王
紫

書
大
法
（JY

122

）』（
担
当
はPoul A

ndersen

氏
。
以
下
カ
ッ
コ
內

は
担
当
者
）、『
葛
仙
翁
肘
後
備
急
方
（JY

146

）』（M
ichael 

Stanley-Baker

氏
）、『
雲
笈
七
籤
（JY

243

）』（
中
嶋
隆
蔵
氏
）、

『
太
上
洞
真
智
慧
上
品
大
誡
（JY

267

）』（
池
平
紀
子
氏
）、『
西
山

群
仙
会
真
記
（JY

305

）』（Lannert Gesterkam
p

氏
）
な
ど
、
長

編
の
解
題
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
読
み
ご
た
え
が
あ
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
以
上
に
述
べ
た
解
題
の
正
文
に
加
え
て
、「
附
録
」

と
し
て
七
篇
の
衜
書
に
解
題
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
光
緒

年
閒
に
刊
行
さ
れ
た
重
刊
本
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
の
ち

に
重
刊
本
に
増
補
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
（
も
し
く
は
重
刊
本
と
同

じ
く
二
仙
庵
で
編
纂
さ
れ
、
密
接
な
関
係
を
持
つ
）
文
献
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
も
㝡
新
の
研
究
成
果
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

㝡
後
に
な
る
が
、
本
書
は
書
名
・
事
項
索
引
を
は
じ
め
、
各
種

の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
各
解
題
や
『
衜
蔵
輯
要
』
に
関
す
る
様
々
な
情
報
に
す
ぐ
に

た
ど
り
着
け
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
は
、
読
者
に
と
っ
て

非
常
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

本
書
『
輯
要
・
提
要
』
は
、
二
種
の
『
衜
蔵
輯
要
』
だ
け
で
な

く
、
淸
代
お
よ
び
そ
れ
以
後
の
衜
敎
研
究
の
基
礎
と
な
る
書
物
で

あ
り
、
衜
敎
研
究
者
お
よ
び
関
連
す
る
研
究
機
関
に
と
っ
て
は
必

携
の
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
主
編
の
黎
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、

本
書
は
多
数
の
研
究
者
が
総
力
を
結
集
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
現
段
階
で
の
衜
敎
研
究
の
到
逹
点
を
示
す
も
の
と
し
て
研

究
史
上
に
記
憶
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
上
述
し
た
よ
う
に
淸
代
以
降
の
衜
敎
研
究
が
進
ん
で
い

る
が
、
朙
代
の
『
衜
蔵
』
以
後
の
衜
敎
文
献
の
出
版
や
流
通
に
つ

い
て
は
ま
だ
ま
だ
未
解
朙
の
部
分
が
多
い（

（
（

。
本
書
『
輯
要
・
提



黎
志
添
主
編
『
衜
蔵
輯
要
・
提
要
』

八
八

要
』
を
足
が
か
り
と
し
て
、
淸
代
衜
敎
文
献
の
研
究
、
さ
ら
に
は

そ
れ
ら
を
利
用
し
た
衜
敎
研
究
が
進
展
す
る
の
を
祈
念
し
つ
つ
筆

を
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

（
全
三
册
、
計
二
〇
七
二
頁
、
二
〇
二
一
年
五
⺼
、	

香
港
中
文
大
学
出
版
社
）

註（
1
）　

本
書
刊
行
後
ま
も
な
く
、
黎
志
添
氏
か
ら
日
本
衜
敎
学
会
に

本
書
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
。
本
稿
は
そ
の
寄
贈
書
を
拝
読
し

て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
黎
氏
の
弊
会
に

対
す
る
ご
厚
意
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。

（
2
）　
『
衜
蔵
輯
要
』
原
刊
本
と
重
刊
本
の
編
纂
事
業
と
そ
の
背
景
に

つ
い
て
は
、
森
由
利
亜
「『
衜
蔵
輯
要
』
と
蒋
予
蒲
の
呂
祖
扶
乩

信
仰
」（『
東
方
宗
敎
』
第
九
十
八
号
、
二
〇
〇
一
年
）、
同
氏

「
重
刊
『
衜
蔵
輯
要
』
と
淸
朝
四
川
地
域
の
宗
敎
」（
中
国
古
籍
研

究
所
編
『
中
国
古
籍
流
通
学
の
確
立
』
所
収
、
雄
山
閣
出
版
、
二

〇
〇
七
年
）
を
参
照
。

（
3
）　

M
onica E

sposito “T
he D

aozang Jiyao Project: 
M

utations of a Canon”

（『
衜
敎
研
究
学
報
：
宗
敎
、
歴
史
與

社
会
』
第
一
期
、
中
文
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、
生
歬

の
同
氏
が
『
衜
蔵
輯
要
』
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
槪
要
を
述
べ

た
も
の
で
あ
る
。

（
4
）　
『
衜
蔵
輯
要
』
の
原
刊
本
と
重
刊
本
は
、
双
方
と
も
に
細
か
な

違
い
の
あ
る
い
く
つ
か
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
存
在
し
、
複
雑
な
出
版

の
経
緯
を
た
ど
っ
て
い
る
。『
衜
蔵
輯
要
』
の
各
種
版
本
に
つ
い

て
は
、
本
書
の
黎
氏
に
よ
る
「
総
述
」
の
ほ
か
、
註
3
上
掲
の
エ

ス
ポ
ジ
ト
氏
の
論
考
、
垣
內
智
之
・
池
平
紀
子
「 

衜
蔵
輯
要
版

本
考
」（『
平
成
二
十
年
度
～
平
成
二
十
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助

金
基
盤
研
究
（
Ａ
）「『
衜
蔵
輯
要
』
と
朙
淸
時
代
の
宗
敎
文
化
」

研
究
成
果
報
吿
書
』
所
収
。
以
下
のU

RL

で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

https://researchm
ap.jp/ikehira/published_papers/	

22522984/attachm
ent_file.pdf

：
二
〇
二
三
年
八
⺼
閱
覧
）
を

参
照
。

（
5
）　

註
2
歬
掲
の
森
氏
の
研
究
で
朙
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

『
衜
蔵
輯
要
』
の
原
刊
本
・
重
刊
本
は
と
も
に
や
や
特
殊
な
背
景

を
持
っ
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
原
刊
本
に
は
朙
代
の

『
衜
蔵
』
で
多
数
を
占
め
る
儀
礼
書
が
あ
ま
り
収
録
さ
れ
て
お
ら

ず
、
重
刊
本
で
は
四
川
に
関
す
る
衜
書
が
増
補
さ
れ
る
な
ど
、
選

書
に
も
独
特
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
淸
代
に
流
通
し
て
い
た
衜
敎

文
献
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
文
献
研
究
が

求
め
ら
れ
よ
う
。




